
（別紙１） 

様式第１号（第７条関係）            【記載上の注意について】 
 

明石市シニア活動応援事業補助金交付申請書 

年  月  日   

 

明石市長 様 

 

所 在 地         

       団 体 名              

             代表者名               

 

  次のとおり補助金等の交付を受けたく、明石市シニア活動応援事業補助金交付要綱第７条の

規定により、関係書類を添えて申請します。 

 

１ 交付申請額  

２ 事業名等 

☑ ふれあいの居場所事業 

□ ふれあいの居場所整備事業 

３ 事業等の目的 

及び内容 

 

 

 

 

４ 着手完了 

予定期日 

着手    年   月   日 

完了    年   月   日 

５ 添付書類 

□ ふれあいの居場所の全体計画書 

□ ふれあいの居場所の年間計画書 

□ 収支予算書 

 

＊収支予算書に記載の金額を記入してください。 

 

＊所在地は、活動場所ではなく、代表者

の住所を記載してください。 

＊運営費は前段、整備費は後段へ

チェックを入れてください。 

＊「・・・・の目的のために○○、○○等の活動を行う」「・・・・

の目的のために○○等を購入する」と記入してください。 

＊運営費と整備費の両方ある場合は、前段と後段に分けて記

入してください。 

＊着手年月日は、２０２５年４月１日としてください。  

＊完了年月日は、２０２６年３月３１日としてください。 

＊すべての項目にチェックしてください。 

 

日付は記入しないでください。 



（別紙２） 

事 業 計 画 書 

 

事  業  名  

事業の実施期間  年 月 日 から 年 月 日 まで 

団  体  名  

（１）事業の目的 

 ①解決しようとする社会課題もしくは実現しようとする地域の共同利益 

※ この活動を行うきっかけとなった社会課題や地域課題を記入してください。 

 

 

 

 

 ②事業を実施することによって①の課題や共同利益をどのような状態にするのか。 

※ どのような状況が望ましいか、目指す目標を記入してください。 

 

 

（２）事業の内容 

 ①対象者・対象地域 

※ 活動の対象者について、年齢層・人数などを記入してください。 

 

 

 

☝ 地域でどのようなことが問題になっているかについて、事情や背景がわかるように 

  書いてください。 

☝ 事業を開始するに至るきっかけなどを振り返りながら、活動を通して何を目指す 

  のか、目標とする姿を書いてください。 

☝ 現在の状況と今後の予定を含め、両方を書いてください。 

記入例 



 ②どのような事業をどのような方法で行うのか。 

※ 課題をどのようにして解決するのか、具体的な内容、実施方法を記入してください。 

 

 

 

③期待される効果 

※ この活動を行うことによって、何を実現し、現状がどのように改善できると考えてい

るかについて記入してください。 

 

 

 

（３）この事業終了後における事業の継続方法（自立、継続的に活動するためにどのよう

な工夫をするかを記入） 

※ 補助金終了後の事業展開について具体的に記入してください。 

  

 

※ 記入欄が足りない場合は、適宜追加してください。 

 

 

 

 

 

☝ 活動を通して、参加者をはじめ、周囲がどのように変わっていくのが望ましいと考え 

  るのかを書いてください。 

☝ 活動内容について、今後の抱負などを含め、できるだけ詳しく書いてください。 

☝ 「活動を継続して行なうための工夫などがあれば書いてください。 



（別紙３） 

団 体 の 概 要 及 び 構 成 員 名 簿 

 

団   体   名  

代 表 者 ■氏名（ふりがな） 

■連絡先 

〒  

 

TEL  FAX  

MAIL  

連 絡 担 当 者 

 

□代表者と同じ 

 

※連絡事項や各種資料

の送付先となります 

■氏名（ふりがな） 

■連絡先 

〒  

 

TEL  FAX  

MAIL acotaco            

主 な 活 動 場 所  

活動内容・活動実績 

※ これまでに活動実績があれば記入してください。 

 

団体の特徴・ＰＲした

いことなど 
 

構 成 員 名 簿 

構 成 員 数 

（ 人） 

名 前 住 所 

○○ ○○ 明石市○○町○番○号 

△△ △△ 明石市△△町△番△号  

  

  

※ 名簿欄に書ききれない場合は、別の用紙（任意様式）に記入し、添付してください。この名

簿は、構成員数と市内在住者の全メンバーに占める割合を把握するためにご記入いただくもの

であり、目的外に使用することはありません。 

 

記入例 

䦅 

書ききれない場合は、別紙を添付してください。 

自治会館、公民館をはじめ、個人宅、

借家などが対象となります。（通常、

公園・海岸等は、想定されません。） 

代表者と連絡担当者が同じ場合は、

チェックボックスに☑を入れてく

ださい。氏名等は記載不要です。 



（別紙４） 

     収 支 予 算 書  （整備費） 

１ 収入の部                              （単位:円） 

費      目 金  額 内訳・積算根拠等 

   

   

合      計  

※ シニア活動応援事業補助金は、上限内の金額を記入してください。 

※ 収入費目は、シニア活動応援事業補助金だけを記入してください。 

 

２ 支出の部 

費   目 金  額 内訳・積算根拠等（詳細に記載） 

対 
 

象 
 

経 
 

費 
   

   

   

対
象
外
経
費 

 

 

   

 合  計  

※ 事業計画書の内容と整合させてください。 

※ 応募要項記載の対象経費・対象外経費を確認の上、記載してください。 

※ 収入と支出の合計は一致させてください。 

※ 対象外経費については、本事業にかかる経費のみ計上してください。 

記入例 

運営費と整備費は別々に

作成してください。 

 

備品購入費・改修費のみを記載してください。 

参加費・助成金・補助金等は、収支予算書（運

営費）へ記載してください。    



（別紙４） 

     収 支 予 算 書  （運営費） 

１ 収入の部                              （単位:円） 

費      目 金  額 内訳・積算根拠等 

   

   

合      計  

※ シニア活動応援事業補助金は、上限内の金額を記入してください。 

※ 収入費目は、金額の種類（団体負担金・参加料・寄付金など）に分けてください。 

 

２ 支出の部 

費   目 金  額 内訳・積算根拠等（詳細に記載） 

対 
 

象 
 

経 
 

費 
   

   

   

対
象
外
経
費 

 

 

   

 合  計  

※ 事業計画書の内容と整合させてください。 

※ 応募要項記載の対象経費・対象外経費を確認の上、記載してください。 

※ 収入と支出の合計は一致させてください。 

※ 対象外経費については、本事業にかかる経費のみ計上してください。 

記入例 参加費は、必ず徴収するようにしてください。   

助成金などの収入があれば、必ず記入してください。 

 
運営費と整備費は別々に

作成してください。 

 

内訳は、計算式（単価×時間×人数・回数等）を記入してください。   

書き切れない場合は、別紙を添付してください。 



（別紙５） 

年 間 計 画 書 
 

事業の実施期間 年 月 日 から 年 月 日 まで 

主 な 活 動 場 所 

団  体  名 

 

月 日 活動内容・参加人数等 

４月 

５月 

６月 

 

７月 

 

８月 

９月 

週１回２時間以上の活動を原

則としてください。 

記入例 



月 日 活動内容・参加人数等 

10 月 

11 月 

 

12 月 

 

1 月 

2 月 

3 月 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙 6） 

備品購入理由書 

① 

物品名 見積金額 使用頻度 

  

 

使用目的及び事業における必要性 事業終了後の取扱い 

 

 

② 

物品名 見積金額 使用頻度 

   

使用目的及び事業における必要性 事業終了後の取扱い 

  

 

③ 

物品名 見積金額 使用頻度 

   

使用目的及び事業における必要性 事業終了後の取扱い 

  

 

 （注意事項） 

 ・購入する物品の見積書、または、それに相当する資料を添付してください。 

 記入例 
 

5 万円以上の物品は2者以

上の見積を取るようにし

てください 

 

本補助金を受けなくなった場合

等に、購入した物品をどうする見

込みか記載してください。 


